
大津由紀雄
（外国語学部・教授）

プログラムの様子を
伝える写真を貼り付
けてください。

明海大学浦安キャンパス
2534講義室
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平成２６年度
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実施代表者
(所属・職名)

開 催 日

ことばの世界を探ってみようHT26074

高校生4名受 講 生

関 連 URL

実 施 機 関
( 実施場所 )

・プレゼンテーション・ツールを用いた講義ではその特性を活かし、できるだけ図解を用いるようにした。
■当日のスケジュール
10：30-11：00　開講式（ＪＳＰＳ大桃先生から科研費の概要について説明）
　　　　　　　　　　受講生、実施代表者・分担者、実施補助の大学院生、職員の自己紹介
11：00-11：40　講義「ことばの世界の豊かさとおもしろさを探る」大津由紀雄教授
11：40-12：00　質疑応答
12：10-13：10　昼食
13：10-14：10　実施分担者の講義（10分×6名）
14：10-15：10　問題演習
15：20-15：40　まとめの講義　大津由紀雄教授
15：40-16：00　アンケート記入、未来博士号授与

■実施の様子

実　施　報　告　書

【実施内容】

■受講生に分かりやすく研究成果を伝えるため、また受講生に自ら活発な活動をさせるためにプログラ
ムを留意工夫した点

・受講生が4名であったので、当初予定していたグループ活動は行わず、受講生と実施代表者・実施分
担者とのやりとりの時間をゆったりととった。その結果、参加者からの積極的な発言（質問、意見など）が
得られた。
・受講生にとって身近な言語である日本語と英語からの例を多く用いたが、明海大学外国語学部スタッ
フの多様性を活かし、中国語、アイルランド英語、異文化接触の視点も取り入れ、ことばが持つさまざま
な性質を立体的に感じ取ってもらうよう努力した。

１　開講式



２　大津教授　講義

３　昼食

４　実施分担者の講義

６　未来博士号授与

５　大津教授　まとめの講義



【実施分担者】

外国語学部英米語学科　准教授
外国語学部英米語学科　講師
外国語学部英米語学科　講師
外国語学部中国語学科　准教授
外国語学部日本語学科　講師
外国語学部日本語学科　講師

【実施協力者】 4 名 （応用言語学研究科　院生）

【事務担当者】
浦安ｷｬﾝﾊﾟｽ事務部庶務課　課長
浦安ｷｬﾝﾊﾟｽ事務部庶務課　係長
浦安ｷｬﾝﾊﾟｽ事務部庶務課　

■安全配慮
プログラム実施については危険は一切伴わないものであるが、万全を期して、すべての参加者・実施者
を対象にレクリエーション保険に加入した。

■今後の発展性、課題
定員25名に対し、当日の受講生は4名と少人数での実施となったが、その分、濃密なプログラムとなり、
受講生からは「自分の「言語」に対する興味を深めることになった。そして様々な言語学の分野について
知的好奇心を抱き今後も学んでみたいと思った。また、自身の学問への視野を広げるきっかけにもなっ
た。大変楽しく面白かった」など、非常に満足度の高い内容であったことがわかる感想が寄せられた。
次年度以降の課題として、計画段階で、募集する対象、実施日や広報活動等について入念に策を練っ
た上で実施することが必要であると感じた。今後も同様のプログラムに応募する際は、さらに有意義な内
容になるよう更なる工夫を重ねてきたいと思った。

■事務局との協力体制
庶務課が委託費の管理、ＪＳＰＳへの連絡調整及び提出書類の確認・修正、広報資料の作成・手配、受
講希望者との連絡、当日の運営等を行い、企画広報課が大学ホームページへの掲載及びオープンキャ
ンパス等での広報活動を担当し、連携して実施することができた。

■広報活動
企画広報課が大学ホームページへの掲載及びオープンキャンパス等の学内イベントでチラシの配布等
を行い、庶務課では市内の高校を訪問しチラシを配布した。また本学卒業生が教員として勤める高校宛
にもチラシを配布し広く広報活動を行った。
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